



Die gotischen Prapositionen, Adverbien

























ヨ-6, 24 gastigun in skipa彼らは舟に乗り込んだ.
2・与格形支配の前置詞として「内での合致」を示す.
ヨ-10, 23 hノarboda Iesus in alh in ubizwai Saulaumonisイエスは神殿の中でソロ
モンの柱廊を歩いていた.
マル1, 4 was Iohannes daupjands in aujフidai洗礼者ヨ-ネは荒野の中にいた.
3・接頭辞in-を持つ合成動詞は27例記録されている.その中にはinbrannjan 「火の車に入
れる,焼やす」のようにinの空間的な意味がかろうじて感じられるものもあるが,ほとん







マル15, 43 anananfcjands gajaijフinn du Peilatau彼は勇気を出してビラトの所-入
った.
2.接頭辞として「内への接近」を示す.




2コリ6, 16 baua in im jah innagagga私は彼らの中に住んでいて,中を歩いている.
INNANA
1.属格形支配の前置詞として「内への接近」を示す.




2コリ7,5 jah auk qimandam unsis in Makaidonjai ni waiht habaida gahノeilainais





















マル7, 21 innajフro auk us hairtin manne mitoneis ubilos usgaggandというのは,
人々の心の中から悪い考えが出て来るのです.
2.副詞として「内での合致」を示す.
マタ7, 15 atsailvijフswej?auh faura liugnapraufetum Jフaim izei qimand at izwis in




















ヨ-18, 16 Paitrus stojフat daurora utaペテロは外で入口の所に立っていた.
UTANA
1.属格形支配の前置詞として「外への接近」を示す.
マルustauh ina utana weihsis彼を村の外に連れ出した.
2.属格形支配の前置詞として「外での合致」を示す.




2コリ4, 16 Jフauhjabai sa utana unsar manna frawardjada, ai帥au sa minima















ここで問題になるのはaf, ana, dalajフ, dalaj^a, dalaj?ro, iup, mpa, iupana, mpa}フrO,





ルカ16, 21 gairnida sa}? itan drauhsno Jフizo driusandeino af biuda J?is gabeigins
その金持ちの食卓から落ちるパンくずを腹一杯食べたいと願った.
ルカ5 mulda af fotum izwaraimafhrisjaijフお前達の足からチリを払い落しなさい.
2. af一合成動詞は51例記録されているが,その中にaf-が特に「上面からの分離」または
「下面からの分離」を意味するような例はないafhrisjan 「払い落とす」 , afslahan









ヨハ6, 19 gasaihノand Iesugaggandan ana marein彼らはイエスが湖の上を歩いてい
るのを見た.
3.副詞として「上面を含む表面-の接近」を示す.
マルatlagjands ana handuns seinos frah ina ga-u-lva-setvi?自分の両手を上
にかけて何か見えるかと彼に尋ねた.
4・副詞として「上面を含む表面での合致」を示す.
マタ27, 7 usbauhtedun us Jフaim J?ana akr kasjins, du usfilhan ana gastim彼ら
はそれでもって陶器師のその畑を,上で異国人を埋葬するために,買い入れた.
5.接頭辞として「上面を含む表面-の接近」を示す.
































マル15, 38 faurahah als disskritnoda in twa iupajフro und dalaj?神殿の幕が上か
ら下にこっに裂けた.
2.副詞として「上での合致」を示す.
ヨ- JUS US Iフaim dalaj?ro sijuj), ip ik us Jフaim iupajフro im; jus us fフamma













マル12, 1 usgrof dal uf mesa台の下に溝を掘った.
132 高橋輝和
2.対格形支配の前置詞として「下への接近」を示す.
ルカ16 ni manna lukarn tandjands dishuljij? ita kasa aiJ?J?au uf ligr Cga〕・
satjij), ak ana lukarnastajnnくga)satjij?だれも明かりをつけてそれを器で被い隠した
り,寝台の下に置いたりはしないで,燭台の上に置く.




ufgraban 「下を掘る」 , ufhaban 「下で支える」等.
4.接頭辞として「下への接近」を示す.
ufhnaiwjan 「下に置く」 , ufstraujan 「下に拡げる」等.
UFAR
1.与格形支配の前置詞として「上での合致」を示す.






エペ4, 10 saei atstaig, sa ist jah saei usstaig ufar allans himinans降りて来た
方,その方がまた凡ての天の上へ昇った方です.
横になっている人の頭の所に立つ場合にもufarが用いられる.











ヨハ解4b sa iupajπo qimands ufaro allaim ist上から来る方は凡ての人々の上にい
る.
2.属格形支配の前置詞として「上-の接近」を示す.










ヨハ解4b ni Jフatei ufaro wisandan sware kannidedi彼が理由なく,上に存在する
方を知らせたというのではない.
4.副詞として「上-の接近」を示す.












マル6, ll ushrisjaijフmulda po undaro fotum izwaraim du weitwodij?ai im彼ら
に対する証しのために,お前達の足の下(寡)のチリを払い落としなさい.




















マル2, 1 galaij? aftra in Kafarnaum afar dagans数日後彼は再びカペjjゥムへ行っ
im
マタ27, 53 usgaggandans us hlaiwasnom afar urrist is彼の復活後(死者達が)墓
から出て.
2.与格形支配の前置詞として「後ろでの合致」を示す.
マル1, 17 hirjats afar mis私の後ろについて来なさい.
3.与格形支配の前置詞として「後ろへの接近」を示す.
ルカ15, 4 niu bileij?it? J?o niuntehund jah niun ana aujフidai jah gaggijフafar




W. StreitbergやE. Schulzeの辞書はこの場合の時間的な用法を認めていないが, faura
との対応関係上afar十与格形にも時間的な用法を認める必要がある.与格形には人または物
を表わす語が用いられる.
マル1, 7 qimijフswmjフoza mis sa afar mis私よりも強い方が私の後に来る.
実際のところ,このような例は空間的用法との接点である.
5.副詞として「時間上の後続」を示す.




















ルカ8, 44 atgaggandei du aftaro attaitok skauta wastjos is背後に近づいて来て,
彼の着物の端に触った.
2.副詞として「後ろでの合致」を示す.






ルカ2, 43 mij?]?ane gawandidedun sik aftra彼らが引き返した時.
2.副詞として「後ろでの合致」を示す.






マル8, 6 atlagidedun faur po managein彼らはその群衆の前に置いた.
マル14, 68 galaijフfaur gard彼は家敷の(中から)前へ行った.
2.対格形支配の前置詞として「時間上の先行」を示す.
この場合,期間または時点を示す語が対格形で置かれる.
2コリ12, 2(B) wait mannan in Xristau faur jera fidwortaihun - frawulwanana
pana swaleikana und Jフridjan himin私は,キリストにあって14年前に第3の天にまで
引き上げられた人を知っている.








faurlagjan 「前に置く」 , faurwalwjan 「前-転がす」等.
6.接頭辞として「前での合致」を示す.
faurbigaggan 「前を行く_ら faurrinnan 「前を走る」等.しかしfaurgagganは「傍ら
を行く」.
7.接頭辞として「時間上の先行」を示す.




マタ27, ll Iesus stob faura kindinaイエスは総督の前に立っていた.




ネ- 5, 15 fauramajフIjos Jフaiei weisun faura mis私の前にいた総督達.
3.与格形支配の前置詞として「前からの分離」を示す.
ここでは「ある物体の直前からその前方へ」の運動線が問題である.






1テモ1, 13 ikei faura was wajamerjands私は以前神を汚す者だった.
7.接頭辞として「前での合致」を示す.
fauragaggan 「前を行く」 , fauraqiman 「前を(歩いて)やって来る」等.
8.接頭辞として「時間上の先行」を示す.









ヨ-6, 22 managei sei stojフhindar marein湖の後ろ(向こう)に立っていた群衆.
2.対格形支配の前置詞として「後ろへの接近」を示す.
138 高橋輝和
マルgagg hindar mik, Satana悪魔よ,私の背後へ行け.
aftana-aftraで表現される運動がある物体の背後でのみなされるのに対して, hindar-
hindanaでの運動はある物体の前と後ろとにまたがる空間でなされる.
3・接頭辞として「後ろ-の接近」を示す.
hindarleijフan 「級ろ(向こう) -行く」.
以上の前後関係をまとめると次のようになる.
表3
前
級
注1格形によっても空間関係は表現されることがあるが,本論で扱われる空間関係の表示には,どの格
形も関与しない.
2 af, anaで問題になるのはあくまでも「表面」であって,これはむしろ直接には「近辺」と対立す
る.
参考文献は通常の辞書と文法書であるので,紙面の都合により省略する.
(昭和52年9月19日受理)
